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第 11回土砂災害に関するシンポジウム 

    開催日時：2022年 8月 30日（火），9:00～17:20 

           8月 31日（水），8:30～17:40 

集中豪雨や地震の発生増加に伴い甚大な土砂災害が頻発しています。特に，最近は，2016 年熊本

地震，2017 年九州北部豪雨災害，2018 年西日本豪雨災害，北海道胆振東部地震，2019 年台風 19 号

災害，2020年九州豪雨災害，そして 2021年熱海市土砂災害など，激甚な豪雨・地震災害が毎年のよ

うに発生しており，しかも人的被害の多くは土砂災害に起因したものです。 

このような状況の中，ハード・ソフト両面からの対策が推し進められていますが，前者は時間的

にも経済的にも限界があるため，土砂災害の危険性のある区域の明示や警戒避難体制の整備などソ

フト対策の一層の充実が叫ばれており，予知・予測の精度向上が急務となっています。 

土木学会西部支部では，2002年度から，「土砂災害に関するシンポジウム」を隔年で開催し，砂防，

地盤，河川，道路，水文・気象，地形・地質，自然災害科学など広範な分野からの参加を募り，学

際的見地から発表・討議を行って参りました。本年度におきましても，広範な分野からの参加を募

りシンポジウムを開催することとしました。奮ってご参加くださいますようご案内申し上げます。 

記 

1．主催：公益社団法人土木学会西部支部 

2．後援：公益社団法人砂防学会，公益社団法人地盤工学会，公益社団法人日本地すべり学会， 

一般社団法人日本応用地質学会, 一般社団法人水文・水資源学会，日本自然災害学会， 

公益社団法人日本技術士会九州本部，一般社団法人建設コンサルタンツ協会九州支部 

3．開催期日：2022年 8月 30日（火），9:00～17:20； 8月 31日（水），8:30～17:40 

4. プログラム：http://committees.jsce.or.jp/seibu_s01/ 

5．開催方式：オンライン開催 

6．定員：250名程度（申込先着順） 

7．ＣＰＤ（土木学会）：8月 30 日：6.4単位、8月 31日：7.7単位 

（オンライン参加者の CPD 取得には，申込後にご案内するアンケートへの回答が必須となりま

す。また，土木学会以外の団体に提出する場合の方法等は提出先団体に事前にご確認ください。

他団体が運営する CPD制度に関する内容については回答いたし兼ねます。） 

8．参加費：5,000円（会員，非会員を問いません。論文集代 2,000円を含む。） 

参加者は事前にホームページから論文集をダウンロードしてください。 

印刷した論文集はシンポジウム終了後，郵送します。 

9．参加申込方法：西部支部ホームページ 

http://www.jsce.or.jp/branch/seibu/10_symposium/2207.html 

から事前申込みをお願いします。 

参加費は 8月 24日（水）までに銀行振込で送金ください。 

銀行振込：西日本シティ銀行 赤坂門支店 普通 1134463 （公社）土木学会西部支部 

10．参加申込締切日：2022年 8月 22日（月） 

11．問い合わせ先：（公社）土木学会西部支部 

          〒810-0041 福岡市中央区大名 2丁目 4-12 ｼｰ･ﾃｨｰ･ｱｲ福岡ビル 1F 

          TEL（092）717-6031，FAX（092）717-6032， E-mail： jsce-w@io.ocn.ne.jp 

http://committees.jsce.or.jp/seibu_s01/
http://www.jsce.or.jp/branch/seibu/10_symposium/2207.html
mailto:jsce-w@io.ocn.ne.jp
B54777
線

B54777
線
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「第11回⼟砂災害に関するシンポジウム」開催のご報告
投稿者︓47470iijima 投稿⽇時︓⾦, 2019-03-15 16:59

「第１１回⼟砂災害に関するシンポジウム」開催のご報告

 

令和4（2022）年8⽉30⽇，31⽇において標記シンポジウムがオンライン開催されました． 本シンポジウムは，
学際的な視点に基づき，地形・地質学，砂防⼯学，地盤⼯学，河川⼯学など様々な学問分野から研究者，技術者の
参加を得て開催されたものです．お陰様で，コロナ禍にもかかわらず全国から136名の参加があり，活発な発表・
討議が⾏われました．

 

本シンポジウム論⽂集には，⼀般投稿論⽂42編が掲載されています．編集に際しては， 各投稿論⽂に対して3名
の編集委員が全⽂査読を⾏い，論⽂の質の向上を⽬指しました． 論⽂集は下記よりダウンロードできます．ま
た，バックナンバーもそろえており，有料で販売しています．今後の研究，実務等の参考になれば幸いです．

 

記

 

１．論⽂集  ・42編の個別論⽂PDFファイル︓こちらからダウンロードしてください→→→→→ 第11回 ⼟
砂災害に関するシンポジウム論⽂集（95.2MB）

       （パスワードが設定されていますが、参加者および論⽂集（印刷物）購⼊者にはパスワードをお知
らせします）

         ・ 印刷物︓2,000円

 

２．論⽂集（印刷物）購⼊申し込み先︓（公社）⼟⽊学会⻄部⽀部

                   〒810-0041 福岡市中央区⼤名２丁⽬4-12 ｼｰ･ﾃｨｰ･ｱｲ福岡ビル2F

                   TEL（092）717-6031，FAX（092）717-6032， E-mail︓ jsce-
w@io.ocn.ne.jp
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